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■地中分離⽅式のため、断⾯変化位置に⽴坑の設置と⽤地の確保が不要です。
■分離・発進作業中、切⽻の安定を保持できるため、基本的に地盤改良を必要としません。

泥⼟圧式親⼦シールド⼯法
掘進延⻑内で断⾯直径の異なる２種類のトンネルを連続して構築

技術概要
泥⼟圧式親⼦シールド⼯法は、シールド掘進延⻑内で断⾯直径が異なるトンネルを連続して１台のシールドで構築す

る⼯法です。親シールド内に径の⼩さい⼦シールドを内蔵し親断⾯のトンネルを掘進し、所定の位置で親シールドから
⼦シールドを地中で分離発進させ、⼦断⾯のトンネルを施⼯します。⼦シールド後胴部を前胴側にスライドさせて内蔵
し、組⽴時にシールドジャッキで後胴部を押出す⽅式を採⽤することにより、分離発進を短期間で⾏います。

親⼦シールド機、作動状況写真

親⼦シールド⼯法概念図
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お問合せ先︓技術研究所
E-mail︓giken@nishimatsu.co.jp
右のＱＲから、最新のより詳しい「お問合せ先」がご確認頂けます。
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技術の特⻑

■地中分離⽅式のため、断⾯変化位置に⽴坑の設置と⽤地の確保が不要です。

■後胴部押出し式のため、⼦シールド機組⽴て作業を⼤幅に簡素化できます。

■分離・発進作業中、前胴部は反⼒ピンで親シールドと固定したままなので、切⽻の安定を保持で
きます。このため、基本的に地盤改良を必要としません。

分離発進⼿順
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解析結果出⼒例

⑧子シールド後胴部溶接固定

⑪子シールド仮セグメント組立


